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in global order?”, 12-14 February 2020, Université Paris 1 Panthéon-
Sorbonne/Université Le Havre Normandie, Paris/Le Havre, 13 February 
2020. 単独発表（英語）「審査付」（2020 年 2 月 13 日）
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（６） KIDA Tsuyoshi （2019） “Influence du français sur les noms des 
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（１） 『フランスと世界』渡邊啓貴・上原良子編、（分担執筆：第 II 部ト




（１） ランボー、コクトー、ジッド他『特別な友情：フランス BL 小説セ
レクション』新潮文庫、2020 年 1 月、全 470 頁（芳川泰久、中島真
紀子、朝吹三吉と分担訳、編纂と解説担当）
【その他】
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71、2019 年 7 月
【その他】
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2020 年 2 月 21 日
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